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序
章 

（
一
）
日
本
の
ジ
ャ
ズ
史
を
扱
っ
た
重
要
な
二
冊
の
本
、
『
日
本
の
ジ
ャ
ズ
史
』
『
ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て
』
に
も
中

野
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
書
籍
に
お
い
て
は
、
歌
手
と
い
う
側
面
か
ら
大

衆
音
楽
を
記
述
す
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

（
二
）
藤
浦
洸
と
中
野
は
仲
が
悪
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
、
中
野
の
長
男
の
中
野
忠
彦
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

（
三
）
瀬
川
昌
久
氏
（
一
九
二
四
年
生
）
の
説
明
に
よ
る
。 

第
一
章 

（
四
）
一
九
三
三
年
の
『
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
邦
楽
総
目
録
』
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
及
び
一
九
三
二
年
六
月

の
コ
ロ
ム
ビ
ア
月
報
に
は
「
長
崎
人
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
父
親
が
長
崎
の
教
会
に
勤
め
て
い
た
と
す

る
資
料
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
生
地
は
長
崎
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。 

（
五
）
作
曲
家
の
高
木
東
六
も
中
野
と
同
様
に
家
が
教
会
で
あ
り
、
や
は
り
オ
ル
ガ
ン
の
存
在
が
音
楽
に
興
味

を
抱
く
要
因
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
日
本
に
お
け
る
讃
美
歌
の
歴
史
を
簡
単
に
概
説
し
て
お
く
。
日

本
に
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
っ
た
の
は
一
八
八
五
年
前
後
に
お
こ
っ
た
西
欧
文
化
謳
歌
時
代
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

讃
美
歌
が
普
及
さ
れ
始
め
た
の
は
日
清
戦
争
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
中
か
ら
で
あ
る
。
特
に
一
九
〇
三
年

十
一
月
に
は
、
讃
美
歌
の
総
合
統
一
出
版
が
企
て
ら
れ
、
世
界
各
国
共
通
の
讃
美
歌
が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
そ

れ
以
来
、
讃
美
歌
は
い
っ
そ
う
広
が
り
を
み
せ
た
。
讃
美
歌
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
七
音
音
階
の
曲
調
は
教
科
書
に
も

取
り
入
れ
ら
れ
、
ま
た
従
来
の
軍
歌
調
は
も
ち
ろ
ん
、
五
音
音
階
の
唱
歌
調
と
は
違
う
新
鮮
さ
を
人
々
に
感
じ

さ
せ
た
。 

（
六
）
中
野
は
神
戸
で
育
っ
た
た
め
、
後
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
「
須
磨
行
進
曲
」
や
「
み
な
と
行
進
曲
」
な
ど
の

神
戸
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
も
相
当
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
一
九
三
六
年
三
月
に
プ
ロ
野
球
の
球
団
が
発
足

し
た
際
に
発
表
さ
れ
た
「
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
の
歌
」
は
、
現
在
も
よ
く
知
ら
れ
る
「
六
甲
お
ろ
し
」
の
元
歌
で

あ
る
。 

（
七
）
日
本
に
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン
ス
音
楽
（
ジ
ャ
ズ
）
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
大
正
時
代
の
初
め
で
あ
っ
た
が
、

東
京
に
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
が
栄
え
て
ジ
ャ
ズ
音
楽
と
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
に
関
心
が
集
ま
っ
た
の
は
昭
和
に
入
っ

た
一
九
二
八
年
か
ら
で
あ
り
、
中
野
が
東
京
に
出
て
く
る
一
年
前
の
こ
の
一
九
二
八
年
は
、
二
つ
の
意
味
で
ジ

ャ
ズ
が
日
本
で
新
紀
元
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
一
つ
目
に
は
、
今
ま
で
ジ
ャ
ズ
の
舞
台
が
大
阪
だ
っ
た
の
が
、

一
九
二
七
年
末
に
大
阪
市
内
の
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
が
全
店
営
業
禁
止
に
な
っ
た
影
響
で
、
一
九
二
八
年
に
次
々

と
東
京
に
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
が
開
店
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
で
の
ジ
ャ
ズ
の
メ
ッ
カ
が
大
阪
か
ら
東
京
に

移
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
、
井
田
一
郎
率
い
る
チ
ェ
リ
ー
・
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
の
面
々
が
上
京

し
て
四
月
に
三
越
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
五
月
か
ら
浅
草
電
気
館
に
出
演
、
二
村
定
一
の
歌
う
ジ
ャ

ズ
・
ソ
ン
グ
で
満
都
の
人
気
を
さ
ら
っ
た
。
当
時
の
都
会
の
社
会
風
俗
は
と
い
え
ば
、「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ

ン
ス
」
な
ど
の
退
廃
的
な
言
葉
が
流
行
し
、
モ
ボ
や
モ
ガ
と
呼
ば
れ
る
若
者
が
街
中
を
さ
っ
そ
う
と
闊
歩
し
、

彼
ら
が
カ
フ
ェ
ー
や
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
に
集
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。 

二
つ
目
は
、
こ
の
年
か
ら
レ
コ
ー
ド
会
社
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
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の
頃
は
、
一
九
二
七
年
九
月
の
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
機
株
式
会
社
の
設
立
、
一
九
二
八
年
一
月
の
日
本
コ
ロ
ム

ビ
ア
蓄
音
機
株
式
会
社
の
設
立
、
一
九
二
六
年
末
の
ポ
リ
ド
ー
ル
蓄
音
機
商
会
の
設
立
と
、
国
内
の
レ
コ
ー
ド

企
業
に
外
国
資
本
が
次
々
と
参
入
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
外
国
資
本
の
参
入
ま
も
な
い
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
ビ
ク

タ
ー
両
社
は
日
本
製
の
流
行
歌
の
発
売
と
併
行
し
て
、
外
国
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
の
日
本
語
訳
を
日
本
人
歌

手
に
歌
わ
せ
て
、
“
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
”
と
名
付
け
て
売
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
“
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
”

と
い
う
呼
称
は
、
後
の
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ
・
ヴ
ォ
ー
カ
ル
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン

グ
や
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ハ
ワ
イ
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
ド
イ
ツ
の
タ
ン
ゴ
…
を
日
本
語
で
歌
っ
た
も
の
か

ら
、
日
本
人
が
舶
来
風
に
作
曲
し
た
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
ま
で
含
め
て
、
舶
来
風
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
全
て

を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
古
賀
政
男
が
登
場
す
る
一
九
三
一

年
ま
で
の
三
年
間
に
渡
っ
て
、
流
行
歌
の
頂
点
の
地
位
に
君
臨
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
に
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
っ
た
の
は
井
上
起
久
子
、
天
野
喜
久
代
、
川
崎
豊
、
徳
山
璉
と
い
っ
た
、

大
正
年
間
に
流
行
し
た
浅
草
オ
ペ
ラ
の
出
身
者
で
あ
り
、
中
で
も
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
の
が
二
村
定
一
で
あ
る
。

二
村
は
美
声
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
大
き
な
口
を
開
け
て
、
カ
タ
カ
ナ
の
楷
書
の
よ
う
な
は
っ
き
り
と
し
た
言

葉
で
う
た
う
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
彼
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
ビ
ク
タ
ー
両
社
か
ら
相
次
い
で
出
し
た
レ
コ
ー
ド
「
あ

ほ
空
／
ア
ラ
ビ
ヤ
の
唄
」
は
、
両
社
合
わ
せ
て
二
十
万
枚
以
上
が
売
れ
た
。
二
村
は
ジ
ャ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
と
し

て
の
名
声
を
獲
得
し
た
だ
け
で
な
く
、
流
行
歌
草
分
け
時
代
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
近
代
大
衆
音
楽
評

論
家
の
菊
池
清
麿
は
、
二
村
が
藤
山
一
郎
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
（
菊
池 

online: 
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l

）
中
野
も
音
楽
学
校
時
代
に
二
村
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
本
稿
で
も
“
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
”
と
い
う
語
を
、
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
も
含
め
た
舶
来
風
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ソ
ン
グ
の
総
称
を
表
す
語
と
し
て
、
ま
た
、“
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
”
と
い
う
語
を
、
日
本
人
が
舶
来
風

に
作
曲
し
た
歌
を
表
す
語
と
し
て
使
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

（
八
）
そ
の
中
で
一
番
有
名
な
の
は
、
一
九
三
二
年
一
月
新
譜
の
「
夢
は
涙
だ
か
思
出
か
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
前
年
九
月
発
売
の
大
ヒ
ッ
ト
、
古
賀
政
男
作
曲
の
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
の
模
倣
で
あ
り
、
著
作
権

侵
害
と
し
て
裁
判
沙
汰
に
ま
で
発
展
し
た
。 

（
九
）
中
野
が
山
田
に
見
出
さ
れ
た
と
い
う
以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
長
男
の
中
野
忠
彦
氏
の
説
明
及
び
Ｃ
Ｄ

『
Ｓ
Ｐ
盤
復
刻
に
よ
る
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ 

中
野
忠
晴
』
の
ア
ル
バ
ム
解
説
で
の
南
葉
二
の
解
説
（p.11

）

を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。 

  
 

中
野 

コ
ロ
ム
ビ
ヤ
に
入
社
す
る
時
「
山
の
人
氣
者
」
を
唄
つ
た
。
山
田
耕
筰
さ
ん
が
あ
れ
を
聴
い
て
是

は
面
白
い
曲
だ
、
唄
ひ
方
が
變
つ
て
居
る
と
云
ふ
の
で
專
屬
に
な
つ
た
。
流
行
歌
も
大
分
行
詰
つ

た
か
ら
何
か
變
つ
た
も
の
を
や
れ
と
云
ふ
の
で
テ
ス
ト
を
さ
れ
、
「
山
の
人
氣
者
」
と
云
ふ
の
を

や
つ
て
、
コ
ー
ラ
ス
を
一
寸
入
れ
た
。
そ
れ
が
當
た
つ
た
。
テ
ス
ト
の
時
も
そ
れ
だ
が
、
ヂ
ャ
ズ

に
轉
向
し
た
時
も
そ
れ
だ
。
實
際
因
縁
の
深
い
マ
ス
コ
ツ
ト
だ
よ
、
オ
ー
ゴ
ン
レ
コ
ー
ド
【
＝
ト

ン
ボ
印
の
ニ
ッ
ポ
ン
レ
コ
ー
ド
】
に
も
吹
込
ん
だ
（
笑
聲
）
是
く
ら
ゐ
の
小
さ
い
奴
で
デ
パ
ー
ト
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に
あ
る
。 

 
 

奥
野 

堂
々
と
中
野
と
出
て
来
る
。
「
山
の
人
氣
者
」
で
當
た
つ
た
や
う
な
も
の
だ
ね
。 

 
 

中
野 
僕
は
あ
れ
が
一
番
縁
が
深
い
【
。
】
オ
ー
ゴ
ン
で
も
吹
込
む
し
、
コ
ロ
ム
ビ
ヤ
で
も
吹
込
む
。
前
に

聽
い
て
悪
か
つ
た
所
を
直
し
て
（
笑
聲
）（
『
音
楽
新
聞
』
第
二
一
六
号
、
一
九
三
八
、p.5, 

文
中

墨
付
き
括
弧
は
筆
者
、
原
文
に
は
漢
字
に
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
） 

 

こ
れ
に
よ
る
と
、
中
野
は
一
九
三
二
年
時
点
で
既
に
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
む
意
志
が
強

か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

（
十
）
当
時
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
月
報
で
は
、
「
新
人
テ
ナ
ー
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

（
十
一
）
中
野
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
社
し
た
頃
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
状
況
に
は
大
き
な
変
化
が
訪
れ
て
い
た
。

一
九
二
八
年
か
ら
日
本
で
流
行
し
て
い
た
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
大
敵
が
現
れ
た
の
で
あ

る
。
一
九
三
一
年
に
始
ま
る
古
賀
政
男
の
出
現
だ
。
こ
の
作
曲
家
に
よ
り
演
歌
調
歌
謡
曲
と
い
う
分
野
が
開
発

さ
れ
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
と
い
う
あ
い
ま
い
な
分
野
が
完
全
に
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
流
行
歌
の
片
隅
に
追

い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
そ
こ
で
、
今
ま
で
あ
い
ま
い
に
“
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
”
と
一
括
し

て
捉
え
ら
れ
て
き
た
各
種
の
舶
来
風
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
を
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
（
ジ
ャ
ズ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、

ラ
テ
ン
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
タ
ン
ゴ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
な
ど
）
に
分
類
し
な
お
し
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
本
場
の
技
術
を
吸
収
し
、
そ
の
特
色
あ
る
サ
ウ
ン
ド
を
習
得
し
よ
う
と
し
た
。
レ
コ
ー
ド
会

社
は
始
め
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
応
じ
た
編
曲
と
バ
ン
ド
を
用
い
て
、
専
門
の
歌
手
に
歌
わ
せ
た
レ
コ

ー
ド
作
り
を
始
め
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
三
三
年
に
来
日
し
た
川
畑
文
子
の
デ
ビ
ュ
ー
を
皮
切
り
に
、
ベ
テ

ィ
・
稲
田
、
リ
キ
ー
宮
川
、
ヘ
レ
ン
本
田
、
ヘ
レ
ン
隅
田
と
い
っ
た
米
国
生
ま
れ
の
二
世
歌
手
を
登
用
し
て
、

最
新
の
ジ
ャ
ズ
を
日
本
語
と
英
語
の
双
方
で
歌
わ
せ
る
と
い
う
企
画
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
歌
謡
曲
と
は
完
全

に
一
線
を
画
し
た
、
い
わ
ゆ
る
バ
タ
臭
い
唱
法
を
身
に
つ
け
た
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
や
水
島
早
苗
な
ど
の
日
本
人

歌
手
も
現
れ
た
。 

（
十
二
）
こ
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
に
関
し
て
は
第
二
章
で
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

（
十
三
）
も
っ
と
も
中
野
の
持
つ
こ
の
声
の
明
朗
さ
は
、
同
時
に
勇
壮
さ
を
表
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
、
デ

ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
軍
歌
や
時
局
歌
の
吹
き
込
み
に
も
声
が
掛
か
る
こ
と
と
な
る
。 

（
十
四
）
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
と
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
に
関
し
て
は
次
の
章
以
降
で
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と

と
す
る
。 

（
十
五
）
中
野
は
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
い
始
め
た
一
九
三
四
年
以
降
に
、
作
詞
や
作
曲
を
開
始
し
て
い
る
。

な
お
、
中
野
は
一
九
三
四
年
以
降
、
“
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ
”
“
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ラ
ス
”
“
ジ
ャ
ズ
ア
ル
バ
ム
”
“
ジ
ャ
ズ

民
謡
”
“
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
”
“
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ヴ
ォ
ー
カ
ル
”
と
の
名
称
の
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
自
身
が

歌
っ
て
い
る
計
九
十
一
曲
中
二
十
九
曲
を
自
分
で
作
詞
・
訳
詞
、
八
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。 

（
十
六
）
例
と
し
て
、
「
ラ
ブ
レ
ス
・
ラ
ブ
」
と
「
ダ
イ
ナ
」
の
日
本
語
歌
詞
を
原
曲
と
比
べ
て
み
る
。 

ま
ず
は
「
ラ
ブ
レ
ス
・
ラ
ブ
」
で
あ
る
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
の
「
ミ
ル
ク
色
だ
よ
」
と
ポ
リ
ド
ー
ル
社
の
「
薔
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薇
の
恋
」
が
あ
る
。 

 

Loveless Love

（
作
曲
：W

.C
.H

andy

）
…
原
曲 

         

 

ミ
ル
ク
色
だ
よ
（
作
詞
：
中
野
忠
晴 

編
曲
：
仁
木
他
喜
雄
）
…
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
中
野
忠
晴
と
コ
ロ
ム
ビ

ア
・
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
盤 

 

               

薔
薇
の
恋
（
訳
詞
：
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー 

編
曲
：
紙
恭
輔
）
…
ポ
リ
ド
ー
ル
の
西
百
合
江
盤 

 

 
 

 

 

歌
詞
省
略 

   

歌
詞
省
略 
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次
に
「
ダ
イ
ナ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
レ
コ
ー
ド
会
社
が
異
な
る
訳
詞
を
つ
け
て
歌
手
に
歌
わ
せ
、
競
作
と

な
っ
た
。 

 

D
inah

（
作
詞
：
サ
ム
・
Ｍ
・
ル
イ
ス/

ジ
ョ
ー
・
ヤ
ン
グ 

作
曲
：
ハ
リ
ー
・
ア
ク
ス
ト
）
…
原
曲 

                

   

歌
詞
省
略 

   

歌
詞
省
略 
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ダ
イ
ナ
（
作
詞
：
中
野
忠
晴 

編
曲
：
奥
山
貞
吉
、
一
九
三
四
年
五
月
発
売
）
…
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
中
野
忠

晴
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ナ
カ
ノ
・
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
盤 

 

                        

ダ
イ
ナ
ー
（
訳
詩
：
三
根
徳
一 

編
曲
：
三
根
徳
一
、
一
九
三
五
年
一
月
発
売
）：
テ
イ
チ
ク
の
デ
ィ
ッ
ク
・

ミ
ネ
盤 

 

    

     

歌
詞
省
略 
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エ
ノ
ケ
ン
の
ダ
イ
ナ
（
訳
詩
：
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー 

編
曲
：
細
田
定
雄
、
一
九
三
六
年
十
一
月
発
売
）：
ポ

リ
ド
ー
ル
の
榎
本
健
一
盤 

 

                        

 

歌
詞
省
略 

      

歌
詞
省
略 
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ダ
イ
ナ
（
訳
詩
：
上
山
雅
輔 

編
曲
：
谷
口
又
士
、
一
九
三
五
年
十
二
月
発
売
）
…
ビ
ク
タ
ー
の
岸
井
明

盤 

 

             

ダ
イ
ナ
（
訳
詩
：
坂
口
淳 

編
曲
：
多
紀
英
二
、
一
九
三
八
年
六
月
発
売
）
：
キ
ン
グ
の
林
伊
佐
緒
盤 

               

以
上
の
例
か
ら
、
原
曲
の
歌
詞
に
忠
実
な
訳
詞
で
は
な
く
、
当
意
即
妙
な
日
本
語
の
歌
詞
を
つ
け
て
い
た
の

が
中
野
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。 

（
十
七
）
原
曲
で
は
、
ダ
イ
ナ
と
は
女
性
の
名
前
を
表
し
て
い
る
。 

   

歌
詞
省
略 

   

歌
詞
省
略 
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第
二
章 

（
十
八
）
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
（
＝
コ
ル
テ
ッ
ト
）
と
は
、
日
本
語
で
四
重
唱
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
指
す
。 

（
十
九
）
作
間
毅
は
法
政
大
学
の
ラ
ッ
カ
ン
サ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
と
い
う
学
生
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
、

日
本
で
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
創
生
期
の
歌
手
の
一
人
で
あ
る
。 

（
二
十
）
気
が
つ
い
た
時
に
は
時
間
が
な
く
て
出
来
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
五
年
当
時
の
ポ
リ
ド
ー
ル
月
報
を

見
て
、
ポ
リ
ド
ー
ル
・
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
何
月
か
を
探
せ
ば
、
は
っ
き
り
分
か
る
で

あ
ろ
う
。 

（
二
十
一
）
一
九
二
七
年
十
一
月
、
国
民
音
楽
教
会
主
催
の
「
合
唱
競
演
祭
」
第
一
回
入
賞
の
ア
マ
チ
ュ
ア
合

唱
団
、
東
京
リ
ー
ダ
ー
タ
ー
フ
ェ
ル
・
フ
ェ
ラ
イ
ン
（
男
声
）
は
、
大
正
十
五
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
二
十
名

の
団
体
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
に
秋
山
と
山
上
が
入
っ
て
い
た
。
一
九
三
七
年
の
「
つ
わ
も
の
の
歌
」
、
一
九
三

八
年
の
「
荒
鷲
の
歌
」
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
軍
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
団
体
が
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
（
長
田
、
一
九
八
三
、p.231

） 

（
二
十
二
）
戦
後
の
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
ジ
ャ
ズ
っ
ぽ
く
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

重
視
し
て
い
た
。 

（
二
十
三
）「
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
成
功
は
、
バ
リ
ト
ン
と
バ
ス
が
強
力
だ
っ
た
こ
と
で
、
バ
ス
は
し
ば
し
ば
ミ
ル

ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
を
模
し
て
、
楽
器
の
ベ
ー
ス
音
を
「
ボ
ン
ボ
ン
ボ
ン
ボ
ン
」
と
ヴ
ォ
ー
カ
ラ
イ
ズ
す
る
の
が

特
徴
だ
っ
た
。
」
（
瀬
川
、
一
九
七
六
、p.19

） 

（
二
十
四
）
た
だ
、
ボ
ス
ウ
ェ
ル
・
シ
ス
タ
ー
ズ
も
、
前
述
の
清
水
・
上
村
・
佐
良
の
和
製
ボ
ス
ウ
ェ
ル
・
シ

ス
タ
ー
ズ
も
、
三
重
唱
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
男
性
と
同
じ
四
重
唱
で
あ
っ
た
。

男
性
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
の
多
く
が
四
重
唱
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
は
、
後
年
結
成
さ

れ
た
も
の
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
が
三
重
唱
で
あ
る
中
で
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
四
重
唱
だ
っ
た
こ
と
は
珍

し
い
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。 

第
三
章 

（
二
十
五
） 

仁
木
は
大
変
に
器
用
で
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
で
も
、
ホ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ズ
で
も
、
タ
ン
ゴ
で
も
、
ラ
テ
ン
で
も
一

様
に
ア
チ
ラ
製
に
近
い
音
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
う
ま
か
っ
た
。（
中
略
）
仁
木
の
方
は
、
バ
タ
臭
さ
が
濃
厚

で
、
流
行
歌
の
伴
奏
も
一
ヒ
ネ
リ
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、
流
行
歌
の
軽
音
楽
化
に
も
、
仲
々
の
腕
を
ふ

る
っ
た
。
（
瀬
川
、
一
九
七
六
、p.25

） 

  
 

洋
楽
物
の
ア
レ
ン
ジ
を
さ
せ
た
ら
ジ
ャ
ズ
で
も
タ
ン
ゴ
で
も
ラ
テ
ン
で
も
何
で
も
ご
ざ
れ
、
す
べ
て
外
国

製
に
近
い
音
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
う
ま
い
名
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
仁
木
他
喜
雄
（
南
、
一
九
九
三
ｂ
、p.41

） 

  
 

そ
れ
に
し
て
も
こ
う
い
う
ア
レ
ン
ジ
を
や
れ
ば
仁
木
他
喜
雄
は
抜
群
で
、
外
国
製
と
ま
ご
う
ば
か
り
の
音

を
出
さ
せ
る
こ
と
が
う
ま
か
っ
た
。
あ
の
頃
の
人
気
の
タ
ッ
プ
・
ダ
ン
サ
ー
林
時
夫
も
ス
テ
ー
ジ
用
の
タ
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ッ
プ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
っ
た
が
仁
木
さ
ん
が
最
高
に
う
ま
か
っ
た
と
激
賞
し
て
い
る
。

（
南
、
一
九
九
三
ｂ
、p.48

） 

  
 

 

仁
木
君
は
浅
草
時
代
か
ら
和
聲
學
を
獨
學
で
勉
強
し
た
が
、
山
田
耕
筰
氏
に
就
い
て
、
そ
れ
迄
に
習
得

し
た
も
の
に
磨
き
を
か
け
た
。
そ
の
努
力
が
む
く
い
ら
れ
、
尚
且
つ
花
月
園
時
代
か
ら
、
つ
ま
り
日
本
の

ジ
ヤ
ズ
の
初
期
か
ら
こ
の
分
野
の
仕
事
を
續
け
て
ゐ
る
お
か
げ
で
、
ジ
ヤ
ズ
の
傾
向
に
は
不
斷
の
注
意
を

拂
つ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
編
曲
の
上
に
は
い
つ
も
新
鮮
味
が
あ
ふ
れ
て
ゐ
る
。
作
曲
者
が
作
つ
た
メ
ロ
デ

イ
に
い
つ
も
そ
の
時
代
の
服
装
を
と
ゝ
の
へ
さ
せ
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
（
野
川
、
一
九
四
八
、

p.31

） 

 

（
二
十
六
） 

昭
和
十
年
の
夏
で
あ
っ
た
。
業
界
第
一
と
目
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
、
大
村
能
章
、

中
野
忠
晴
両
氏
を
通
じ
て
移
籍
の
打
診
が
あ
っ
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て
は
渡
り
に
舟
で
あ
る
。（
服
部
、
一
九

九
三
、p.129

） 

 

服
部
の
自
伝
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
へ
の
入
社
を
推
薦
し
た
人
物
と
し
て
中
野
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。 

（
二
十
七
） 

入
社
ま
で
の
間
に
、
ぼ
く
は
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
を
エ
ド
ワ
ー
ド
文
芸
部
長
の
許
に
届
け
た
。『
朝
の
紅
茶

を
召
し
上
が
れ
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
日
東
紅
茶
のPR

レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
ニ
ッ
ト
ー
・
レ
コ
ー
ド
が

制
作
を
引
き
受
け
、
ぼ
く
の
作
曲
指
揮
で
吹
き
込
み
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

当
時
ア
メ
リ
カ
で
人
気
の
『
ボ
ス
ウ
ェ
ル
・
シ
ス
タ
ー
ズ
』
に
な
ら
っ
て
、
女
性
の
リ
ズ
ム
・
コ
ー
ラ

ス
を
バ
ッ
ク
に
し
た
、
あ
る
意
味
で
は
ぼ
く
の
野
心
作
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

エ
ド
ワ
ー
ド
氏
に
送
っ
た
の
は
、
二
つ
の
狙
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
一
つ
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
入
社
後
、
こ

の
よ
う
な
し
ゃ
れ
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
も
の
を
制
作
し
た
い
こ
と
。
淡
谷
の
り
子
を
メ
イ
ン
に
想
定
し

た
曲
の
構
想
は
で
き
て
い
た
。
（
服
部
、
一
九
九
三
、p.131

） 

 

（
二
十
八
）
和
洋
折
衷
と
い
う
観
点
で
は
、
昭
和
初
期
の
頃
か
ら
ジ
ャ
ズ
民
謡
や
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
、
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
流
行
歌
に
ジ
ャ
ズ
の
旋
律
を
使
う
こ
と

が
よ
く
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
の
日
本
で
は
ジ
ャ
ズ
そ
の
も
の
が
ま
だ
未
成
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
厳
密
に
は
ジ
ャ

ズ
は
ジ
ャ
ズ
で
は
な
く
て
舶
来
風
音
楽
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
服
部
や
仁
木
の

編
曲
は
、
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
の
手
法
を
用
い
た
本
物
の
ジ
ャ
ズ
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
。 

（
二
十
九
）
ブ
ル
ー
ス
は
ジ
ャ
ズ
の
中
の
一
形
態
で
あ
る
。 

第
四
章 

（
三
十
） 
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そ
う
そ
う
、
こ
の
会
に
呼
び
た
か
っ
た
人
が
も
う
一
人
い
る
。
こ
れ
も
故
人
に
な
っ
た
川
田
義
雄
（
の
ち

の
晴
久
）
君
だ
。
彼
は
ミ
ル
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
き
、
僕
ら
の
合
唱
を
聞
い
て
「
僕
も
や

り
た
い
」
と
い
い
出
し
た
。
彼
一
流
の
コ
ミ
ッ
ク
を
加
え
、
そ
の
名
も
ミ
ル
ク
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
つ
け
て

爆
発
的
人
気
を
博
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
野
、
一
九
六
〇
、p.2

） 

 

（
三
十
一
）
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
、
戦
後
コ
ロ
ム
ビ
ア
服
部
シ
ス
タ
ー
ズ
と
し
て
復
興
し

た
。
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
戦
前
か
ら
服
部
の
指
導
下
に
あ
っ
た
が
、
服
部
の
名
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

（
三
十
二
） 

そ
の
頃
、
ぼ
く
は
、
マ
ン
ガ
（
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
佐
々
木
通
正
の
あ
だ
名
）
と
共
に
、
い
わ
ゆ
る
や

わ
ら
か
い
、
ワ
グ
ネ
ル
の
コ
ー
ラ
ス
で
や
ら
な
い
よ
う
な
コ
ー
ラ
ス
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
当
時
、
封
切
り
さ
れ
て
い
た
「
ヒ
ッ
ト
・
パ
レ
ー
ド
」
と
い
う
映
画
の
中
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ

ト
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
の
歌
を
聞
い
て
し
び
れ
て
い
た
の
で
す
。（
喜
早
、
一
九
七
六
、p.35, 

た
だ
し
括
弧

内
は
引
用
者
に
よ
る
） 

  
 

 

ア
メ
リ
カ
に
「
ミ
ル
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
」
と
い
う
、
黒
人
の
カ
ル
テ
ッ
ト
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
素
晴
ら
し
い
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
歌
う
ジ
ャ
ズ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
で
、
ぼ
く
ら
の
最
も
尊
敬
す
る
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。（
中
略
）
日
本
に
も
何
度
か
公
演
に
来
て
、
そ
の
た
び
に
、
ぼ
く
ら
は
か
け
つ
け
て

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
聞
き
ま
し
た
。
（
喜
早
、
一
九
七
六
、p.245

） 

 

（
三
十
三
） 

軍
歌
一
色
だ
っ
た
少
年
時
代
、
焼
き
尽
く
さ
れ
た
廃
墟
の
電
柱
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

流
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
七
色
の
虹
を
見
上
げ
る
気
持
で
し
た
。
つ
ま
り
焼
跡

の
ジ
ャ
ズ
に
目
覚
め
て
コ
ー
ラ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
お
手
本
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ
ト
カ
ル
テ
ッ
ト
、
デ

ル
タ
リ
ズ
ム
ボ
ー
イ
ズ
で
す
。
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
先
駆
者
の
グ
ル
ー
プ
は
の
ち
に
な
っ
て
知
り
ま
し

た
。
（
谷
、
二
〇
〇
四
、E

-m
ail

） 

 

（
三
十
四
）
結
婚
な
ど
で
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
。 

（
三
十
五
） 

ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
と
他
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
の
根
本
的
な
違
い
は
、
ぼ
く
ら
が
自
然
発
生
的
な

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
う
点
と
、
結
成
以
来
メ
ン
バ
ー
が
不
動
と
い
う
点
で
す
。
同
じ
大
学
の
同
じ
合
唱

団
で
、
共
に
合
宿
を
し
、
演
奏
会
を
し
て
い
た
、
俗
に
い
う
、
学
生
時
代
か
ら
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲

間
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
チ
ー
ム
を
作
っ
て
金
を
も
う
け
よ
う
と
い
う
、
商
売
と
し
て
の
発
想
の
上
か
ら

組
ん
だ
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
好
き
で
、
コ
ー
ラ
ス
が
好
き
で
、
ど
う
に
も
と
ま
ら
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な
い
人
間
の
集
ま
り
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

 
そ
れ
と
、
結
成
か
ら
二
十
五
年
間
、
同
一
メ
ン
バ
ー
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
世
界
に
も
そ
の
例
を
見

な
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
の
二
つ
の
点
が
、
他
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
の
根
本
的

に
違
う
点
で
す
。
（
喜
早
、
一
九
七
六
、p.69

） 

 

昔
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
沢
山
の
四
重
唱
団
や
三
重
唱
団
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
結
局
そ
れ
は
、
将
来
ソ
リ

ス
ト
に
な
っ
て
い
く
た
め
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て
い
る
、
と
い
う
人
が
多
か
っ
た

の
で
す
。
プ
ロ
の
大
合
唱
の
場
合
も
、
そ
う
で
し
た
。
合
唱
団
に
入
っ
て
勉
強
し
な
が
ら
将
来
は
ソ
リ
ス

ト
に
な
る
、
独
唱
者
に
な
る
、
と
い
う
の
が
、
そ
の
段
階
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
根
本
的
な
考

え
か
ら
も
、
ぼ
く
た
ち
は
、
い
ま
ま
で
の
四
重
唱
団
と
違
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

四
人
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
出
す
こ
と
。
こ
の
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
を
元
に
し
て
独
唱
者
に
な
ろ
う
な
ど
と
、

毛
頭
、
思
っ
て
な
い
四
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が
今
日
ま
で
の
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
を
続
け

て
き
た
秘
訣
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
喜
早
、
一
九
七
六
、pp.220-221

） 

 

（
三
十
六
）
終
戦
後
、
東
京
を
中
心
に
各
地
に
設
置
さ
れ
た
米
軍
キ
ャ
ン
プ
や
将
校
ク
ラ
ブ
が
日
本
人
ジ
ャ
ズ

メ
ン
の
仕
事
場
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
二
年
日
本
の
占
領
体
制
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
ジ
ャ

ズ
メ
ン
が
日
本
人
相
手
に
一
斉
に
進
出
し
た
た
め
に
空
前
の
ジ
ャ
ズ
・
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。 

第
五
章 

（
三
十
七
）
一
般
販
売
の
対
象
で
な
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
盤
は
除
く
。 

（
三
十
八
）
時
局
の
要
請
が
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
る
面
も
あ
っ
た
。「
一
つ
は
、
ア
メ
リ

カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
娯
楽
映
画
の
輸
入
が
、
外
貨
節
約
の
た
め
し
だ
い
に
制
限
さ
れ
、
洋
画
上
映
館
が
上

映
本
数
に
不
足
を
き
た
し
た
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
シ
ョ
ー
を
上
演
し
て
、
こ
れ
を

補
う
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ
と
。
二
つ
め
に
は
、
ジ
ャ
ズ
、
タ
ン
ゴ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
系
の
楽
団
の
主
要
な
仕
事

場
で
あ
っ
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
昭
和
十
三
年
ご
ろ
か
ら
弾
圧
さ
れ
、
十
五
年
秋
に
は
つ
い
に
全
面
閉
鎖
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
た
め
、
大
量
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
歌
手
が
仕
事
場
を
求
め
て
ど
っ
と
街
に
流
れ
出
し
、
お
り
か

ら
シ
ョ
ー
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
た
各
劇
場
の
舞
台
に
活
路
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
」
（
瀬
川
、
一
九
八

三
、 p.174

）
「
１
９
３
０
年
代
後
半
が
、
１
９
４
１
年
末
の
日
米
開
戦
を
控
え
た
軍
国
主
義
の
進
行
期
で
あ

っ
た
の
と
裏
腹
に
、
音
楽
芸
能
の
面
で
は
、
予
想
外
の
発
展
と
成
熟
を
示
し
た
実
り
多
い
数
年
間
で
あ
っ
た
」

（
瀬
川
、
一
九
八
二
ａ
、p.14

）
わ
け
で
あ
る
。 

（
三
十
九
） 

「
中
野
忠
晴
一
行
北
海
道
へ
」 

 
 

 

９
／
９
小
樽
を
振
出
し
に
北
海
道
各
地
十
数
ヶ
所
の
演
奏
旅
行 

中
野
忠
晴
及
び
ナ
カ
ノ
・
リ
ズ
ム
・

ボ
ー
イ
ズ
、
豆
千
代
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
林
時
夫
及
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
一
行
（
『
音
楽
新
聞
』
第
一
六
二
号
、
一
九
三
六
） 
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中
野
忠
晴
氏
と
リ
ズ
ム
ボ
ー
イ
ズ 

来
春
一
月
一
日
よ
り
十
二
日
迄
北
海
道
巡
演 

 
 

コ
ロ
ム
ビ
ア
リ
ズ
ム
シ
ス
タ
ー
ズ 

一
月
一
日
よ
り
一
週
間
常
盤
座
に
出
演
（
『
音
楽
新
聞
』
二
二
六
号
、

一
九
三
八
年
十
二
月
） 

  
 

霧
島
昇
氏
、
伊
藤
久
男
氏
、
松
平
晃
氏
、
明
本
京
静
氏
、
中
野
忠
晴
氏
、
二
葉
あ
き
子
さ
ん
、
音
丸
さ
ん
、

ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
さ
ん
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
シ
ス
タ
ー
ズ
、
兒
童
合
唱
團
な

ど
廿
日
の 

 
 

日
比
谷
公
會
堂
「
父
よ
あ
な
た
は
強
か
つ
た
」
發
表
會
に
出
演
廿
一
日
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
て
第
一
陸
軍
病

院
慰
問
廿
一
日
「
父
よ
あ
な
た
は
強
か
つ
た
」
發
表
演
奏
會
大
阪
朝
日
會
館
に
出
演
、
廿
三
日
京
都
、
神

戸
廿
四
日
名
古
屋
等
巡
演
（
『
音
楽
新
聞
』
二
二
八
号
、
一
九
三
九
年
一
月
） 

  
 

松
原
操
さ
ん
、
中
野
忠
晴
氏 

７
月
１
３
日
Ａ
Ｋ
海
外
放
送
（
『
音
楽
新
聞
』
二
四
六
号
、
一
九
三
九
） 

 

（
四
十
） 

霧
島
昇
氏
と
リ
ズ
ム
ボ
ー
イ
ズ 

八
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
七
日
ま
で
神
戸
劇
場
で
出
演
す
る
（
『
音
楽
新

聞
』
二
八
四
号
、
一
九
四
〇
） 

  
 

伊
藤
久
男
、
二
葉
あ
き
子
、
白
光
、
リ
ズ
ム
ボ
ー
イ
ズ 

九
月
二
十
三
日
明
治
大
学
横
浜
会
「
愉
し
き
軽

音
楽
の
集
ひ
」
へ
出
演
す
る
。
（
『
音
楽
新
聞
』
二
八
六
号
、
一
九
四
〇
） 

 

な
お
、N

Z-7065

（
一
九
七
七
）
の
中
野
の
説
明
に
、「
昭
１
０
か
ら
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
兼
務
、
そ
の
間
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
使
っ
て
作
詩
、
作
曲
な
ど 

昭
１
４
、
再
び
歌
手
に
専
念
す
る
決
意
」
と
あ
る
。
一
九
三
九
年
以
降
、

中
野
は
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
の
指
導
も
や
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
四
十
一
）『
昭
和
流
行
歌
総
覧 

戦
前
・
戦
中
編
』
で
は
、
一
九
四
一
年
に
発
売
さ
れ
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ズ

ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
レ
コ
ー
ド
の
表
記
が
そ
れ
ぞ
れ
、“
コ
ロ
ム
ビ
ア
合

唱
団
”
、“
コ
ロ
ム
ビ
ア
女
声
合
唱
団
”
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
二
年
十
二
月
新
譜
の
「
歌
ふ
狸
御
殿
」

は
、
ど
の
資
料
に
も
コ
ロ
ム
ビ
ア
合
唱
団
の
歌
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
聞
い
て
み
る
と
、
戦
争
を
感

じ
さ
せ
な
い
明
る
い
歌
で
、
全
盛
期
の
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
見
事
な
重
唱
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
四
一
年
以
降
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
や
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
合
唱
団

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
四
十
二
） 

「
何
は
と
も
あ
れ
、
う
た
え
る
と
は
あ
り
が
た
い
」 
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私
は
す
ぐ
、
山
形
に
疎
開
し
て
い
た
石
井
不
二
香
さ
ん
と
相
談
し
て
、
私
の
バ
ン
ド
と
一
緒
に
、
方
々

の
進
駐
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
私
は
「
ラ
バ
ー
・
カ
ム
バ
ッ
ク
・
ツ
ー
・
ミ
ー
」
だ
と
か
、「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」
と
か
、
戦
争
中
、

う
た
え
な
か
っ
た
歌
、
い
ろ
い
ろ
な
外
国
の
歌
を
、
夢
中
で
う
た
い
ま
く
っ
た
。
（
淡
谷
、
一
九
九
七
、

p.154

） 

  
 

 

“
ラ
ジ
オ
東
京
（
謀
略
放
送
）
の
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
”
と
米
軍
ク
ラ
ブ
で
紹
介
さ
れ
る
と
ど
こ
で
も
大

変
な
拍
手
を
受
け
、
こ
ん
な
焼
け
野
原
に
立
派
な
バ
ン
ド
が
よ
く
残
っ
て
い
た
も
の
だ
と
感
心
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
第
一
生
命
ビ
ル
）
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ビ
ル
（
大
蔵
省
）
、
三
井
ク
ラ
ブ
な
ど
に
連
日
出
演
し
た

が
、
ど
こ
で
も
米
軍
高
級
将
校
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
フ
ル
・
コ
ー
ス
の
デ
ィ
ナ
ー
。
帰
り
に
は
タ
バ
コ
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
「
楽
隊
商
売
冥
利
」
に
つ
き
る
思
い
を
し
た
。
森
山
さ
ん
が
楽

員
全
員
に
、
ク
ラ
ブ
の
備
品
な
ど
絶
対
に
持
っ
て
帰
ら
な
い
よ
う
に
と
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
注
意
を
し
て
い

た
。
（
内
田
、
一
九
七
六
、p.161, 

橋
本
淳
の
回
想
） 

 

（
四
十
三
）
中
野
は
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
に
入
社
し
た
後
も
、
日
本
歌
謡
学
院
通
信
部
と
い
う
、
歌
手
の
養
成
学

校
を
設
立
し
て
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
三
七
年
に
大
村
能
章
が
設
立
し
た
日
本
歌
謡
学
院
と
は
直

接
の
関
係
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
中
野
は
事
業
を
起
こ
す
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

（
四
十
四
） 

キ
ン
グ
の
新
人
江
利
チ
エ
ミ
の
作
曲
の
た
め
に
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
入
社
。
（
愛
媛
新
聞
、
一
九
六
九
） 

  
 

“
マ
ロ
ニ
エ
三
部
作
”
の
二
曲
目
に
あ
た
る
『
マ
ロ
ニ
エ
の
花
咲
く
頃
』
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
の
は
、

昭
和
二
十
七
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
す
。 

 
 

 

作
曲
の
中
野
忠
晴
さ
ん
は
、
も
と
も
と
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
の
歌
手
で
し
た
が
、
私
の
た
め
に
“
歌
を
作

り
た
い
”
と
キ
ン
グ
に
移
っ
て
、
初
め
て
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
曲
だ
っ
た
の
で
す
。
（
松
島
、
一
九
八
八
、

p.176

） 

  
 

 

私
が
キ
ン
グ
で
全
盛
時
代
の
頃
、
た
し
か
昭
和
二
十
六
年
の
正
月
四
日
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
代
に
仲
の
良

か
っ
た
中
野
忠
晴
が
突
然
訪
ね
て
來
て
呉
れ
た
が
、
ど
う
し
た
譯
か
見
す
ぼ
ら
し
い
服
装
で
、
い
か
に
も

落
ち
ぶ
れ
た
負
け
犬
と
い
っ
た
格
好
だ
っ
た
。
そ
の
少
し
前
ま
で
、
彼
は
銀
座
の
菊
正
ビ
ル
で
二
十
五
人

位
の
社
員
を
使
っ
て
盛
大
に
や
っ
て
ゐ
た
の
に
、
一
體
こ
れ
は
ど
う
し
た
譯
か
と
私
自
身
び
っ
く
り
し
た
。 

 
 

私
の
書
斎
へ
通
す
と
、
彼
は
兩
手
を
つ
か
へ
て
「
お
恥
づ
か
し
い
話
だ
が
、
今
日
は
一
生
の
頼
み
で
來
た
。

俺
を
助
け
て
く
れ
。
」
と
頭
を
疊
に
つ
け
て
平
伏
し
て
ゐ
る
の
だ
。
「
水
く
さ
い
こ
と
を
言
ふ
な
よ
。
頭
を

あ
げ
て
く
れ
。
」
と
言
ふ
と
、
「
實
は
俺
は
事
業
に
失
敗
し
て
、
明
日
食
ふ
米
も
な
い
の
だ
。
家
も
家
具
も
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全
部
差
押
へ
を
喰
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
」
と
言
ふ
。
そ
ん
な
譯
で
、
す
ぐ
彼
を
キ
ン
グ
に
連
れ
て
行
き
、
清
水

部
長
に
逢
ひ
、
い
さ
さ
か
氣
が
ひ
け
た
が
押
し
の
一
手
で
「
中
野
忠
晴
を
今
日
即
座
に
專
屬
作
曲
家
に
し

て
や
っ
て
欲
し
い
。
」
と
頼
み
込
ん
で

O

・K

を
と
り
、
そ
の
足
で
全
音
樂
譜
出
版
社
に
出
か
け
「
中
野

君
が
作
曲
家
と
し
て
キ
ン
グ
の
專
屬
に
な
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
專
屬
に
頼
む
。
」
と
、
こ
れ
も
押
し
の

一
手
でO
・K
を
と
り
、
專
屬
料
の
前
金
を
貰
っ
て
引
き
揚
げ
た
の
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
氣
の
弱

い
私
と
し
て
は
、
そ
の
日
ほ
ど
氣
の
強
い
、
切
羽
詰
ま
っ
た
氣
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
友
人
と
は

裕
福
な
時
ば
か
り
の
つ
き
合
ひ
で
は
な
い
。
困
っ
た
時
こ
そ
、
力
に
な
り
合
ふ
も
の
だ
と
の
信
條
の
私
だ

け
に
、
そ
の
日
ぐ
ら
ゐ
つ
ら
い
想
ひ
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
松
村
、
一
九
七
七
、p.2, 

文
中
の
“
昭

和
二
十
六
年
”
は
、
“
昭
和
二
十
七
年
”
の
誤
り
で
は
な
い
か
。
） 

  

松
村
の
記
述
が
一
番
具
体
的
で
あ
り
、
現
実
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

（
四
十
五
）
戦
前
中
野
の
推
薦
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
社
し
た
服
部
も
、
戦
後
は
中
野
と
は
仲
が
悪
く
な
り
、
コ

ロ
ム
ビ
ア
へ
の
復
帰
を
反
対
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
中
野
忠
彦
氏
の
推
測
も
あ
っ
た
。 

（
四
十
六
）
東
京
九
段
の
「
昭
和
館
」
で
視
聴
可
。 

（
四
十
七
）
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
ヤ
ン
グ
中
野
が
吹
き
込
ん
だ
歌
に
は
、
こ
の
二
曲
の

他
に
も
う
一
曲
、
「
青
春
は
口
笛
に
乗
っ
て
」
（
歌
：
ヤ
ン
グ
中
野
、
作
詞
：
松
村
又
一
、
作
曲
：
中
野
忠
晴
、

編
曲
：
寺
岡
眞
三
、
録
音
：
一
九
五
二
年
三
月
十
九
日
）
が
あ
る
が
、
発
売
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

（
四
十
八
）「
達
者
で
ナ
」
に
は
も
う
一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
“
一
人
二
重
唱
”
と
い
う
中
野

の
ア
イ
デ
ア
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
可
能
に
な
っ
た
テ
ー
プ
録
音
の
技
術
を
利
用
し
て
、
三
橋
一
人
の
声

で
二
重
唱
の
重
ね
録
音
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
の
経
験
で
、
重
唱
の
美

し
さ
を
知
っ
て
い
た
中
野
で
あ
る
か
ら
こ
そ
思
い
つ
い
た
発
想
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
既
成
の
事
実
に

捉
わ
れ
な
い
斬
新
な
発
想
を
、
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
の
が
中
野
で
あ
っ
た
。 

（
四
十
九
）
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
で
記
事
を
確
認
。
郷
土
の
愛
媛
新
聞
に
も
訃
報
記
事
は
載
っ

た
が
、
記
事
の
大
き
さ
は
在
京
各
誌
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。 

終
章 

（
五
十
）
前
身
は
一
九
六
五
年
の
「
歌
謡
百
年
」
と
い
う
番
組
で
あ
る
。 

 

参
考
書
籍 

淺
香
淳
編
．
（
一
九
九
一
）
．
『
新
訂 

標
準
音
楽
辞
典
』
．
音
楽
之
友
社
． 

淡
谷
の
り
子
．
（
一
九
六
九
）
．
『
わ
が
放
浪
記
』
．
潮
文
社
．
〔
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
版
（
一
九
九
七
）
『
人
間
の

記
録
１
６ 

淡
谷
の
り
子
「
わ
が
放
浪
期
」
』
に
よ
る
〕 

池
井
優
．
（
一
九
九
七
）
．
『
藤
山
一
郎
と
そ
の
時
代
』
．
新
潮
社
． 

池
田
憲
一
．
（
一
九
八
五
）
．
『
昭
和
流
行
歌
の
軌
跡
』
．
白
馬
出
版
． 

内
田
晃
一
．
（
一
九
七
六
）
．
『
日
本
の
ジ
ャ
ズ
史
』
．
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
． 
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長
田
暁
二
．
（
一
九
八
三
）
．
『
音
楽
お
も
し
ろ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
．
誠
文
堂
新
光
社
． 

長
田
暁
二
．
（
一
九
八
五
）
．
『
続 

音
楽
お
も
し
ろ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
．
誠
文
堂
新
光
社
． 

加
藤
正
義
編
．
（
二
〇
〇
一
）
．
『
昭
和
流
行
歌
総
覧 

戦
後
編
』
．
柘
植
書
房
新
社
． 

菊
池
清
麿
．
（
一
九
九
八
）
．
『
さ
す
ら
い
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
鳥
取
春
陽
伝
』
．
（
郁
朋
社
）
． 

菊
池
清
麿
．
（
一
九
九
六
）
．
『
藤
山
一
郎 

歌
唱
の
精
神
』
．
（
春
秋
社
）
． 

喜
早
哲
．
（
一
九
七
六
）
．
『
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
歌
の
旅
路
』
．
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
． 

塩
澤
実
信
．
（
一
九
九
一
）
．
『
昭
和
の
す
た
る
じ
い
流
行
歌
』
．
第
三
文
明
社
． 

瀬
川
昌
久
．
（
一
九
八
三
）
．
『
ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て
』
．
サ
イ
マ
ル
出
版
会
． 

ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
．
（
一
九
七
二
）
．
『
愛
の
メ
ル
ヘ
ン
』
．
集
団
形
星
． 

高
木
東
六
．
（
一
九
八
五
）
．
『
愛
の
夜
想
曲
』
．
講
談
社
．
〔
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
版
（
二
〇
〇
三
）
『
人
間
の
記

録
１
４
８ 

高
木
東
六
「
愛
の
夜
想
曲
」
』
に
よ
る
〕 

著
作
権
判
例
研
究
会
．（
一
九
八
〇
）
．「
１
３ 

夢
は
涙
か
思
い
出
か
事
件
」〔
『
最
新
著
作
権
関
係
判
例
集Ⅱ

①
』
．

ぎ
ょ
う
せ
い
．
に
よ
る
〕 

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
．
（
一
九
七
五
）
．
『
す
り
こ
ぎ
随
筆
』
．
光
文
社
． 

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
．
（
一
九
八
六
）
．
『
あ
ば
よ
な
ん
て
、
ま
っ
ぴ
ら
さ
！
』
．
東
都
書
房
． 

服
部
良
一
．
（
一
九
八
二
）
．
『
ぼ
く
の
音
楽
人
生
』
．
中
央
文
芸
社
．
〔
日
本
文
芸
社
版
（
一
九
九
三
）
『
ぼ
く
の

音
楽
人
生
』
に
よ
る
〕 

福
田
俊
二
、
加
藤
正
義
編
．
（
一
九
九
四
）
．
『
昭
和
流
行
歌
総
覧 

戦
前
・
戦
中
編
』
．
柘
植
書
房
． 

藤
浦
洸
．
（
一
九
七
一
）
．
『
な
つ
め
ろ
の
人
々
』
．
読
売
新
聞
社
． 

松
島
詩
子
．
（
一
九
八
八
）
．
『
わ
が
心
の
星
・
歌
』
．
松
島
詩
子
音
楽
事
務
所
．
山
口
県
田
布
施
町
立
田
布
施
図

書
館
所
蔵 

森
本
敏
克
．
（
二
〇
〇
三
）
．
『
歌
と
れ
こ
お
ど
』
．
ア
ナ
ロ
グ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
． 

『
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
６
０
，
０
０
０
曲
総
目
録
』
．
（
二
〇
〇
三
）
．
昭
和
館
． 

『
音
楽
大
事
典
』
．
（
一
九
八
一
）
．
平
凡
社
． 

『
新
訂 

合
唱
事
典
』
．
（
一
九
八
三
）
．
音
楽
之
友
社
． 

『
日
本
の
詩
歌 

別
巻 

日
本
歌
唱
集
』
．
（
一
九
七
四
）
．
中
央
公
論
新
社
． 

 

参
考
史
料
・
記
事 

秋
山
ち
え
子
．
「
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
の
秘
密
」
．
『
若
い
女
性
』
．
一
九
五
七
年
八
月
号
．pp.154-158

 

大
宅

壮
一
文
庫
所
蔵 

秋
山
ち
え
子
．「
“
魅
惑
の
コ
ー
ラ
ス
”
―
―
和
田
弘
と
マ
ヒ
ナ
・
ス
タ
ー
ズ
」
．『
若
い
女
性
』
．
一
九
五
八
年
八

月
一
日
号
．pp.109-112

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

愛
媛
縣
立
大
洲
中
學
校
．（
一
九
二
八
）
．『
豫
章
會
誌
』
第
十
四
號
．
愛
媛
縣
立
大
洲
中
學
校
豫
章
會
．
愛
媛
県

立
大
洲
高
等
学
校
所
蔵 
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熊
澤
復
六
．
「
「
三
文
オ
ペ
ラ
」
を
見
る
」
．
『
月
刊
楽
譜
』
．
二
十
一
巻
（
一
九
三
二
年
）
七
月
号
．pp.92-95

 
日
本
近
代
音
楽
館
所
蔵 

黒
柳
徹
子
．
「
私
の
眼 

第
３
回
―
―
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
チ
カ
ロ
ス
」
．
『
婦
人
画
報
』
．
一
九
五
九
年
四
月
号
．

pp.127-130
 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

近
衛
秀
麿
．「
「
三
文
オ
ペ
ラ
」
其
他
」
．『
東
京
音
樂
新
聞
』
第
四
號
．
一
九
三
二
年
二
月
二
十
五
日
．p.1

 

東

京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵 

近
藤
日
出
造
、
杉
浦
幸
雄
．「
近
藤
日
出
造 

杉
浦
幸
雄
の
歩
く
座
談
会
２
０
４
―
―
伊
藤
素
道
（
リ
リ
オ
・
リ

ズ
ム
・
エ
ア
ー
ズ
）
」
．
『
週
刊
漫
画
サ
ン
デ
ー
』
．
一
九
六
三
年
八
月
二
十
一
日
号
．pp.22-23

 

大
宅
壮
一
文

庫
所
蔵 

瀬
川
昌
久
．「
戦
前
の
日
本
人
ジ
ャ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
た
ち
」
．『
レ
コ
ー
ド
・
コ
レ
ク
タ
ー
ズ
』
創
刊
号
（
一
九
八

二
ｂ
） 

富
永
一
郎
．「
ポ
ン
コ
ツ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
６
３
）
―
―
伊
藤
素
道
（
リ
リ
オ
・
リ
ズ
ム
・
エ
ア
ー
ズ
）
．『
週

刊
漫
画
サ
ン
デ
ー
』
．
一
九
六
三
年
五
月
一
日
号
．pp.68-69

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

中
野
忠
晴
．
「
サ
ビ
の
あ
る
コ
ー
ラ
ス
」
．
『
産
経
新
聞
』
夕
刊
．
一
九
六
〇
年
八
月
十
四
日
．p.2
 

国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
〔
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
〕 

中
山
晋
平
．「
元
レ
コ
ー
ド
歌
手
告
知
板
」
．『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
．
一
九
四
九
年
六
月
二
十
二
日
．pp.14-15

 

大

宅
家
壮
一
文
庫
所
蔵 

野
川
香
文
．
「
歌
謡
曲
作
曲
家
五
人
男
」
．
『
座
談
』
．
一
九
四
八
年
十
一
月
号
．pp.30-33

 

大
宅
壮
一
文
庫
所

蔵 ハ
ー
バ
ー
ト
・
コ
ン
ナ
ー
、
山
田
定
忠
譯
．
「
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル
と
時
代
オ
ペ
ラ
」
．
『
音
楽
評
論
』
三
巻
二
号
．

一
九
三
五
年
．pp.38-41

 

東
京
文
化
会
館
音
楽
資
料
室
所
蔵 

橋
村
寿
．
「
思
い
出
の
人
び
と
」
．
『
温
古
』
復
刊
第
９
号
．
大
洲
史
談
会
．pp.55-59

 

大
洲
市
役
所
所
蔵 

福
見
裕
．「
サ
ラ
イ
・
Ｃ
Ｄ
・
レ
ビ
ュ
ー 

聴
く
―
―
中
野
忠
晴
、
二
葉
あ
き
子
、
李
香
蘭
隠
れ
た
名
曲
を
Ｓ
Ｐ

音
源
で
復
刻
」
．
『
サ
ラ
イ
』
．
一
九
九
三
年
六
月
十
七
日
号
．P.118

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

藤
浦
洸
、
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
．
「
対
談
―
―
僕
た
ち
は
完
全
な
共
産
制
」
．
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
．
一
九
五
九
年
二

月
十
五
日
号
．pp.18-19

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

松
村
又
一
．
「
農
民
詩
人
か
ら
歌
謡
作
家
へ
（
三
）
」
．
『
歌
謡
史
研
究
』
第
二
十
七
號
．
一
九
七
七
年
五
月
三
十

日
．
歌
謡
史
同
好
会
．pp.2-3

．
塚
越
亨
氏
所
蔵 

宮
田
東
峰
．「
中
野
忠
晴
君
の
結
婚
を
壽
ぐ
」
．『
音
楽
新
聞
』
二
二
七
号
．
一
九
三
九
年
一
月
．
日
本
近
代
音
楽

館
所
蔵 

山
口
隆
俊
．
「
日
本
男
聲
合
唱
発
達
史
」
．
『
音
楽
世
界
』
．
五
巻
（
一
九
三
三
年
）
九
月
号
．pp.85-91

 

日
本

近
代
音
楽
館
所
蔵 

山
崎
整
．
「
関
西
発
レ
コ
ー
ド
１
２
０
年
―
―
そ
っ
く
り
曲
横
行
」
．
神
戸
新
聞
朝
刊
．
一
九
九
七
年
四
月
十
七

日
． 
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山
崎
整
．「
関
西
発
レ
コ
ー
ド
１
２
０
年
―
―
六
甲
お
ろ
し
」
．
神
戸
新
聞
朝
刊
．
一
九
九
九
年
二
月
二
十
一
日
． 

「
愛
媛
人
・
新
地
図
」<

３
０
６>

．
『
愛
媛
新
聞
』
朝
刊
．
一
九
六
九
年
一
月
二
十
三
日
．
大
洲
市
役
所
所
蔵 

「
圓
盤
消
息
」
．
『
音
楽
新
聞
』
二
二
八
号
．
一
九
三
九
年
一
月
．p.16

 

日
本
近
代
音
楽
館
所
蔵 

「
音
楽
会
の
ト
ピ
ッ
ク
―
―
に
ぎ
わ
う
声
楽
会
」
．『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
．
一
九
五
三
年
一
月
十
八
日
．p.2

 

名

古
屋
大
学
附
属
中
央
図
書
館
所
蔵
〔
縮
小
版
に
よ
る
〕 

「
合
唱
へ
の
招
待
―
―
ボ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
大
流
行
」
．
『
週
刊
朝
日
』
．
一
九
五
八
年
九
月
十
四
日
号
．

pp.88-89
 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
コ
ー
ラ
ス
・
ブ
ー
ム
か
ら
セ
ク
シ
ー
・
ト
ー
ン
へ
」
．『
週
刊
漫
画
』
．
一
九
五
九
年
五
月
二
〇
日
号
．pp.8-11

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
認
定 

最
長
寿
コ
ー
ラ
ス
四
人
組
、
紫
綬
褒
章
受
賞
。
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
」
．『
潮
』
．
一
九
九

三
年
八
月
号
．
大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
コ
ー
ラ
ス
・
ブ
ー
ム
の
楽
屋
う
ら
―
―
音
楽
記
者
の
匿
名
座
談
会
」
．『
週
刊
平
凡
』
．
一
九
五
九
年
六
月
二
十

五
日
号
．pp.42-45

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
コ
社
が
誇
る
リ
ズ
ム
シ
ス
タ
ー
ズ 

新
人
許
り
の
新
編
成
」
．『
音
樂
新
聞
』
二
五
五
号
．
一
九
三
九
年
十
月
．

p.3
 

日
本
近
代
音
楽
館
所
蔵 

「
“
今
年
こ
そ
は
”
歌
い
ま
く
る
―
―
正
月
の
七
日
間
寸
暇
も
な
か
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
」
．

『
娯
楽
よ
み
う
り
』
．
一
九
五
七
年
一
月
十
六
日
．pp.16-21

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
座
談
會 

六
大
レ
コ
ー
ド
會
社
の
流
行
歌
手
は
語
る
」
．
『
音
樂
新
聞
』
二
一
六
号
～
二
二
〇
号
．
一
九
三
八

年
．
日
本
近
代
音
楽
館
所
蔵 

「
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
の
秘
密
―
―
自
由
に
楽
し
む
青
春
リ
ズ
ム
」
．『
旬
刊
ラ
ジ
オ
東
京
』
．
一
九
五
六
年
九
月

二
十
一
日
号
．pp.21-23

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
中
野
忠
晴
氏
」
（
訃
報
記
事
）
．
『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
．
一
九
七
〇
年
二
月
二
十
日 

「
中
野
忠
晴
氏
」
（
訃
報
記
事
）
．
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
．
一
九
七
〇
年
二
月
二
十
日
．p.11 

「
人
間
模
様
―
―
ブ
ー
ム
の
中
の
グ
ル
ー
プ
」
．
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
．
一
九
五
九
年
二
月
十
五
日
号
．pp.20-21

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
“
み
な
と
の
祭
”
を
唄
ふ 

わ
れ
等
市
民
の
歌
」
．『
神
戸
新
聞
』
朝
刊
．
一
九
三
三
年
九
月
二
十
七
日
．
神
戸

新
聞
社
所
蔵 

「
み
ん
な
ま
と
め
て
ス
タ
ー
に
な
ろ
う
―
―
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
篇
」
．『
週
刊
大
衆
』
．
一
九
六
四
年
十
一
月

十
九
日
号
．pp.50-55

 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
問
題
の
三
文
オ
ペ
ラ
愈
々
封
切
」
．『
東
京
音
樂
新
聞
』
第
四
號
．
一
九
三
二
年
二
月
二
十
五
日
．p.4

 

東
京

芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵 

「
汚
れ
た
ア
ヒ
ル
達
」
．
『
放
送
朝
日
』
．
一
九
五
六
年
十
月
十
日
号
．pp.42-43 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 

「
流
行
歌
一
〇
〇
年
１
１
―
―
三
代
の
歌
手
ベ
ス
ト
１
０
０
」
．『
週
刊
読
売
』
．
一
九
六
八
年
十
月
二
十
五
日
号
．

pp.70-73
 

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵 
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コ
ロ
ム
ビ
ア
邦
楽
レ
コ
ー
ド
新
譜
．
（
一
九
三
二
～
一
九
四
四
）
．
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
邦
楽
総
目
録
．
（
一
九
三
三
～
一
九
三
九
）
．
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
Ｃ
Ｄ
、
Ｌ
Ｐ
） 

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
．
『
演
歌
廻
り
舞
台 

春
日
八
郎
』
．
（
一
九
九
一
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
．
『
黄
金
の
歌
声
シ
リ
ー
ズ 

林
伊
佐
緒 

全
曲
集
』
．
（
一
九
九
一
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
．
『
黄
金
の
歌
声
シ
リ
ー
ズ 

松
島
詩
子 

全
曲
集
』
．
（
一
九
九
一
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
．
『
黄
金
の
歌
声
シ
リ
ー
ズ 

若
原
一
郎 

全
曲
集
』
．
（
一
九
九
一
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
．
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
録
音
に
よ
る
三
橋
美
智
也
の
す
べ
て 

歌
謡
曲
篇
』
．
（
一
九
九
五
）
、
愛
知

県
図
書
館
所
蔵                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
．
『
春
日
八
郎
名
曲
集
』
．K

IC
X

-211/2

（
二
枚
組
）
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵 

ダ
イ
セ
ル
化
学
工
業
．
『
日
本
の
流
行
歌
史
体
系
』
．
（
一
九
九
〇
）
．
（
六
十
枚
組
、
歌
詞
総
録
あ
り
）
．
愛
知
県

瀬
戸
市
立
図
書
館
所
蔵 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．『
Ｓ
Ｐ
盤
復
刻
に
よ
る 

淡
谷
の
り
子
名
唱
集
』（
一
九
九
三
ｂ
）
．CO

C
A

-11215-17

（
三

枚
組
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
．
解
説
：
南
葉
二
．
石
川
智
文
氏
所
有 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．
『
Ｓ
Ｐ
盤
復
刻
に
よ
る
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ 

中
野
忠
晴
』
．
（
一
九
九
三
ａ
）
．

C
O

C
A

-10760

（
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
．
解
説
：
南
葉
二 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
他
．『
想
い
出
の
戦
前
・
戦
中
歌
謡
大
全
集
』
．（
一
九
九
八
）
．G

E
S-31022-31033

（
十
二

枚
組
）
．
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．『
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｓ
Ｐ
盤
に
よ
る
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
』
．（
一
九
八
二
ａ
）
．CPY-1003-09

（
七
枚
組
Ｌ
Ｐ
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
解
説
：
瀬
川
昌
久
、
瀬
川
昌
久
氏
所
有 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．『
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
源
に
よ
る
昭
和
の
流
行
歌
』
．（
一
九
九
八
）
．C

O
C

P-30171-90

（
二
十

枚
組
、
別
冊
解
説
書
あ
り
）
．
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
盤
に
よ
る
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ 

戦
前
篇
』
．
（
一
九
七
六
）
．

SZ-7011-15

（
五
枚
組
Ｌ
Ｐ
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
解
説
：
瀬
川
昌
久
、
瀬
川
昌
久
氏
所
有 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．『
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
盤 

懐
し
の
針
音 

中
野
忠
晴
と
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ 

山
寺
の
和
尚
さ

ん
』
．
（
一
九
七
七
）
．N

Z-7065

（
Ｌ
Ｐ
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．『
オ
リ
ジ
ナ
ル
盤
に
よ
る
懐
か
し
の
針
音 

中
野
忠
晴 

コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ

ズ
＆
シ
ス
タ
ー
ズ
』
．
（
一
九
八
四
）
．A

X
-7389

（
Ｌ
Ｐ
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
．『
服
部
良
一
／
僕
の
音
楽
人
生
』
．（
一
九
八
九
）
．C

A
-2740-42

（
三
枚
組
、
付
属
の
解
説

書
あ
り
）
．
石
川
智
文
氏
所
有 

ビ
ク
タ
ー
．
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
盤
に
よ
る
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
史 

戦
前
編
』
（
一
九
七
六
）

SJ8003-1-10

（
十
枚
組
Ｌ
Ｐ
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

ビ
ク
タ
ー
．『
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ 

昭
和
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
名
唱
選
』
．（
二
〇
〇
一
）
．VIC

J-60718-19
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（
二
枚
組
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

ビ
ク
タ
ー
．『
ス
イ
ン
グ
・
ニ
ッ
ポ
ン 

日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
ジ
ャ
ズ
で
』
．（
二
〇
〇
一
）
．VIC

J-60720-21

（
二
枚
組
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

ビ
ク
タ
ー
．
『
ぼ
う
い
ず
伝
説 

a
 

legend
 

of  
the

 
boys  

あ
き
れ
た
ぼ
う
い
ず
』
（
一
九
九
三
）
．
（
付

属
の
解
説
書
あ
り
）
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵 

ポ
リ
ド
ー
ル
．『
ポ
リ
ド
ー
ル
Ｓ
Ｐ
特
選
シ
リ
ー
ズ 

不
滅
の
日
本
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
史
』M

R
9163/5

（
Ｌ

Ｐ
、
付
属
の
解
説
書
あ
り
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

テ
レ
ビ
番
組 

日
本
テ
レ
ビ
．
「
作
曲
家
、
中
野
忠
晴
が
亡
く
な
っ
た
日
」
『
午
後
は
○
○
お
も
い
っ
き
り
テ
レ
ビ 

き
ょ
う
は

何
の
日
』
．
一
九
九
八
年
二
月
十
九
日
放
送 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
．
『
～
そ
し
て
歌
は
誕
生
し
た 

第
１
２
週
～
』
．
二
〇
〇
一
年
八
月
十
四
日
放
送
．<2875-117> 

 

オ
ン
ラ
イ
ン 

菊
池
清
麿
．
「
日
本
ジ
ャ
ズ
史-

そ
の
黎
明
の
時
代
」
． 

（http://w
w

w
5e.biglobe.ne.jp/~spkm

as/sub10.htm
l

）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
十
日
取
得
） 

瀬
川
昌
久
．
「
戦
前
の
日
本
人
ジ
ャ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
た
ち
」
．
（
一
九
八
二
ｂ
） 

（http://w
w

w.asahi-net.or.jp/~m
v5t-km

r/recocore.htm
l

）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
十
日
取
得
） 

塚
越
亨
．
「
音
盤
芸
術
家
筆
名
芸
名
簿
」
． 

（http://w
w

w
005.upp.so-net.ne.jp./tsukakoshi/recordartist.htm

l

）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
十
一
日
取

得
） 

塚
越
亨
．
「
昭
和
歌
謡
大
全
（
戦
前
／
戦
中
編
）
」
． 

（http://w
w

w
005.upp.so-net.ne.jp./tsukakoshi/kayoudaizenn/kayoudaizenn.htm

l
）
（
二
〇
〇

五
年
一
月
十
一
日
取
得
） 

デ
ュ
ー
ク
音
楽
事
務
所
．
「
デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
． 

（http://w
w

w.din.or.jp/~dukeaces/

）
（
二
〇
〇
四
年
一
月
十
日
取
得
） 

デ
ュ
ー
ク
音
楽
事
務
所
．
（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
八
日
）
．
リ
ー
ダ
ー
の
谷
道
夫
か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
回

答 猫
島
す
み
子
．
「
誰
か
昭
和
を
想
わ
ざ
る
」
． 

（http://w
w

w.geocities.jp/show
ahistory/index.htm

l

）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
十
一
日
取
得
） 

山
田
晴
通
．
「
バ
ー
ト
ン
・
ク
レ
ー
ン
覚
書
．
」
． 

（http://cam
p.ff.tku.ac.jp/YA

M
A

D
A

-K
E

N
/Y-K

E
N

/fulltext/02B
C

.htm
l

）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
十
日

取
得
） 

若
山
邦
紘
．
「
ジ
ャ
ズ
と
コ
ー
ラ
ス
」
． 
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（http://w
w

w.ozsons.com
/IdxC

horus.htm

）
（
二
〇
〇
五
年
四
月
十
日
取
得
） 

「
４
．
茶
目
子
の
一
日
」
． 

（http://w
w

w.78rpm
s.net/Tya_4.htm

l

）
（
二
〇
〇
五
年
一
月
十
一
日
取
得
） 


